Blog #10: 内弟子稽古　２

朝の内弟子稽古は一日で一番激しく厳しい稽古で、これが終わるとちょっとほっとする。でもちょっとだけだ。まだまだクラスが５こも６こも残っているのだ。

話は変わるが、私は日本にいたころツーリングが好きだった。オートバイにキャンプ道具一式を積み、九州一周、北海道も2回に分けて一周、信州や東北、近場では房総や鎌倉などもよく行った。でも、ある頃から自転車でも行くようになった。これまでは峠道は、オートバイの機動力を生かしてスイスイと曲がりくねった道を楽しんでいたのだが、自転車となるとそうはいかない。もう必死に汗だくになってペダルをこぐ。箱根のような大きな峠は、それはもう大変で2時間以上、とにかく上を目指しノロノロと登っていくのだが、最高地点に立った時はとてもすがすがしい。それよりも、もっといやなのは小さな峠や丘がいくつも続いている道だ。やっと登ったと思うと次に上り坂が見えるのに下りねばならず、また登る。肉体的にも精神的にも何度も続く丘が嫌なものだ。

内弟子の一日もそんなもので、大きな丘は朝越しているのだが、その後、何度も何度も中くらいの丘が、クラスが巡ってくる。

朝の次に大きな峠は昼寝の後の２：３０からの筋トレである。ウェイトトレーニングも時々するのだが、内弟子にとって筋トレと言えば拳立である。拳の下に板を敷き、一回一回ゆっくりとしっかり降ろす。最初は50回ｘ４セットであったが、その内、150回1セットになってしまった。でも最高師範がコツコツと２階から降りてくると、何故か200回が1セットとなった。東京のＴ先生は長い間、100回連続で拳立が出来ず、最高師範から特別メニューで、朝の前蹴上の時間に拳立100回やれということとなり、1ヶ月程でできるようになった。

また、子供のクラスは、すべての内弟子にとってチャレンジの時となる。私達内弟子（インストラクター）と子供の気合の闘いとなるのだ。子供は基本的に集中力が続かない。そこをなんとか励まし、褒め、注意を与え、エキサイトさせ、時には腕立てなどの罰も与えながら、技を少しづつ教えねばならない。しかも、われわれの英語はダメだ。ボディランゲージと気合と表情で教えるしかない。45分のクラスだが、２つ続けて教えるとドッと疲れた気がした。

夕方からの大人のクラスは、肉体的・技術的には、子供クラスよりきつくなるが随分気は楽だ。だいたい普通の生徒は1分ないし2分も突いたり蹴ったりするとゼイゼイと苦しそうになる。また、50歳のパートナーのおじさんに全力で攻めたり、受けたりすることはない。生徒のレベルに合わせて、そのちょっと上ぐらいのレベルにする。それでも2クラス終わる頃には道着は汗でビッショリだ。

このように1日に大小の峠が何度も何度も来る。しかも大切なのは、稽古と稽古の合間をその“稽古の余韻をもってすごす”ということである。簡単に言えば、休んでいる時も、技の事、空手の事を考えて稽古を続けるということである。これを事あるごとに最高師範より言われる。

だいたい朝の内弟子稽古の内容が子供のクラス、大人のクラスの内容の基本になってくるので、どのクラスでもそのテーマの技を追うようになっている。ただ、正直な話は、私はクラス中はともかく、クラスとクラスの合間は稽古の余韻をもって、というより一生懸命休んでいたような気がする。

とにかく、そのくらい一日中、体を動かしている時も、いない時も稽古しつづけることが求められる。

内弟子卒業後、すぐ結婚し、1年半ぐらいで小さな家を買った。ちょっと郊外というか、田舎で、3エーカー弱（約３０００坪）の敷地がある。日本人の私にとっては、公園のような広さである。次の春、そこに野生に育った白い花を咲かせる木が７、８本も連なった。とてもきれいだった。ローラに名前を聞いてみると、それはドッグウッドという木であった。

そんなある日、ホームウッドにあった内弟子寮にちょっと寄ってみて驚いた。何と寮の表庭のまん中に多きなドッグウッドの木が白い花を沢山咲かせていた。内弟子時代は花をゆっくり眺めるという心の余裕がなかったらしい。しかも、その後、マウンテンブロックにあった最高師範の家にも行ったのだが、そこにも表庭に3本のドッグウッドの木があった。内弟子には花とは無縁の世界だったらしい。というより、そのぐらい自分に、稽古に集中していた時らしい？

今は毎年春になると白くかわいく咲くドッグウッドを娘達と眺めている。
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